
　5月15日に第8回定時社員総会をホテル金沢及びオ

ンラインにて開催し決算・予算について、並びに役

員選挙の承認を頂いた。総会開催にあたっては委任

状・書面議決権の提出を速やかに頂き無事成立する

ことができ、会員の皆様に深く感謝する。

　昨年度は新型コロナウィルス禍の中、士会の活動

をどの様に行うかに注力を注いだ一年となった。今

年度も同様にコロナウィルスの影響と、どの様に共

存できるかを見定めながらの一年となることが予測

される。昨年と異なるのは、この問題がどこかで解

決し元の生活様式に戻ることを待つ事が困難である

ことを知り得た事である。本年はその事を踏まえ、

コロナウィルスの影響と共存する形で事業を進めて

いくことを考えていきたい。昨年は中止を余儀なく

された学会については参加型からオンライン併用、

オンラインのみの方法を準備し状況に応じ選択し開

催。同じく石川県リハビリテーション風船バレーボー

ル大会についても、オンラインにて何かしらの参加

型イベントを行う事を計画している。昨年同様、各

支部での各種事例検討会はオンラインを活用し引き

続き開催して参りたい。

　この様な状況下であるが、今年度も士会に新しい

仲間を迎えることが出来た。昨年は行えなかった歓

迎の催しであるが、昨年度の入会者も合わせ、オン

ラインにて歓迎会を開催することが出来た。関係す

る部局のお力で、作業療法士らしい企画を盛り込ん

だ楽しい会となり、参加者からは好評を得る事がで

きた。今年度新卒で作業療法士になられた方は昨年

のコロナウィルスの影響で学生最終年度のカリキュ

ラムに制約を受けた皆さまである。その方たちに、

各職場で先輩諸氏が温かく作業療法の魅力を伝え、

見守りつつ迎え入れて頂ける事をお願いする。

　役員選挙において、理事の交代があった事もご報

告の通りである。これまで多年に渡り士会を支えて

頂いた退任理事には改めて感謝申し上げるとともに、

これからも変わらぬご協力をお願いする。新任理事

の皆様には、多種多様なお力を発揮頂く事になる。

新型コロナとの共存、そして地域包括システムの実

現に向けて現場で、地域でマルチな活躍を期待され

る作業療法士のリーダーとしてご活躍頂けるようお

願いする。

　作業療法は目の前の対象者のその場の課題解決に

とどまらず、家族を含む背景・環境・社会、そして

未来に働きかける幅広いサービスを提供するもので

ある。そんな素晴らしい職種であることを自覚し、

責任と誇りを持って新しい年度を皆様と迎えていけ

ればと思っている。

新しい士会活動に

公益社団法人　石川県作業療法士会　会長　東川　哲朗
（医療法人社団浅ノ川　金沢脳神経外科病院）
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今回の受賞を励みに臨床や研究活
動に取り組んでいきたい。今後と
も変わらぬご指導を願いたい。

石川県医療功労者知事表彰受賞

石川県知事表彰にあたりお礼
石川県立高松病院　大西　真澄美

　この度、石川県知事表彰を受賞することとなり、
心から感謝申し上げる。
　平成3年に作業療法士となり、平成4年より石川県
立高松病院に勤務し、近年は石川県作業療法士会の
理事をさせていただいた。日々の臨床では作業療法
士として個々の対象者に真摯に向き合い、さらにそ
の技術の研鑽については自分の力の無さに日々反省
と試行錯誤の繰り返しである。また、様々な立場で
作業療法の組織としての活動についてもまだまだ未
熟であると感じている。
　ここまでこられたのも、作業療法士の諸先輩方が
時には厳しく時には丁寧にご助言をいただき、高松
病院の北村院長、村井作業療法科長には臨床での指
導助言をいただき、また共に働いてきたスタッフの
ご支援ご協力、そして何より患者様から学ばせて頂
いたお陰だと心から感謝している。これからも、よ

り一層作業療法士として努力していく所存である。

論文表彰奨励賞

　論文名「‌ ‌橋出血後の下オリーブ核仮性肥大により異常眼球運動を認めた事例への仕事再開に向けた取り組み」

恵寿総合病院　北谷　渉

　この度は、論文表彰奨励賞をいただき、心から感
謝申し上げる。論文の作成にあたりご指導いただい
た上司や同僚の皆様に深く感謝したい。今年で作業
療法士となって10年目となった。今回受賞させてい
ただいたことをきっかけに、いつまでも若手ではい
られないと激励を受けたつもりで、今後も日々の臨

床業務や自己研鑽に励んでいきた
い。

優秀論文表彰者の喜びの言葉
優秀論文表彰

　論文名「‌‌手の寒冷療法が痛み刺激時の脳活動へ与える影響」

金沢医科大学病院　伊関　浩克

　この度、優秀論文表彰を頂き、心から感謝申し上
げる。私にとって初めての全国学会誌への投稿であっ
たが、執筆にあたり金沢大学の西村誠次先生をはじ
め、多くの先輩方にご指導を頂き書き上げることが
出来た。東川会長のお言葉通り、「書く」ということ
は大変だと素直に感じた。まだまだ未熟であるが、
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　介護老人保健施設に勤務し、入所利用者の在宅
復帰や看取りの時期に関わり、悩みながらも知識
と技術をフル活用しながら支援させていただいて
いる。諸先輩方や職場の皆様の応援をいただき今
日まで作業療法士の業務を続けることができた。
昨今はしゃがむと両膝が痛むようになったりし始
め、体調と相談しながらも研修参加を継続してい

る。これからも小学一年生
になった娘と共に学ぶ楽し
みを持ち続けていきたい。
この度の表彰に心から感謝
申し上げたい。

永年会員表彰を受けて

能美市介護老人保健施設　はまなすの丘　買手　登美子

永年会員表彰者の皆様

今年度21年の永年会員の表彰を受けた皆様をご紹介する。

金沢こども医療福祉センター石川整肢学園 山根　貴子
能美市介護老人保健施設はまなすの丘 買手登美子
笠間デイサービスセンター 江村　景子
松原病院　 折戸　真理
自宅 福塚　久実
金沢こども医療福祉センター石川整肢学園 諫山　哲規
デイサービスセンターなでしこ 坂井　章子
桜ケ丘病院 堀　　悟史
山中温泉ぬくもり診療所 水谷　仁美
まだら園　 花川友紀子
片山津温泉丘の上病院 角谷有季子

金沢赤十字病院　 安井　　直
ケアパック石川　 西川美有紀
金沢医科大学病院 平木咲代子
松原病院　 堂垣　若恵
加賀こころの病院 霜下　千春
訪問看護ステーション　リハケア芦城 堀　　桃子
大手町病院 北山　和志
自宅 藤本　　理
石川県済生会金沢病院 野田　祐輔
金沢健康福祉財団 大屋　綾子
石川勤労者医療協会羽咋診療所 中村裕美子

新会員紹介　今年度41名の新会員が新たに加わった。

県立高松病院 池野　瑛吾
みらい病院 田中　倫
みらい病院 上田　将太
金沢大学附属病院 中川　真里
桜ヶ丘病院 長田　千明
城北病院 荒谷　果林
城北病院 川原ほのか
城北病院 冨水　悠那
国立病院機構　医王病院 黒宮　　廉
木島病院 前田　　葵
金沢医療センター 大竹　　央
金沢こども医療福祉センター 寺井　志帆
金沢こども医療福祉センター 舩木　　楓
みずほ病院 上戸　里紗
デイサービスセンターさつき苑 大谷　昌子
キッズルーム　パンプキン 落合　美友
石川県済生会金沢病院 水越　南奈
石川県済生会金沢病院 清水　有咲
金沢脳神経外科病院 中森　尚寛
金沢脳神経外科病院 小中　創太
金沢脳神経外科病院 徃友　宗大

金沢脳神経外科病院 本　あかり
児童発達支援　Stella‌Spes 廣田　糸音
やわたメディカルセンター 待川美央莉
芳珠記念病院　 西野　　敬
芳珠記念病院　 高草木満優
芳珠記念病院　 田中　恭子
芳珠記念病院　 中田　翔太
芳珠記念病院　 藤井　絵吏
芳珠記念病院　 福永明日美
小松ソフィア病院 半田あさひ
まだら園　 田方　佑佳
加賀のぞみ園 松島　　優
恵寿総合病院 今井　奈央
恵寿総合病院 竹村健太郎
公立羽咋病院 村井龍之介
七尾病院 有馬　未来
七尾病院 中村　杏菜
宝達志水病院 川口　真由
自宅 松田和可子
南ヶ丘病院 米田　慎作

ビデオコンテスト結果発表

奨励賞　木島病院　作業療法士一同
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新理事紹介と抱負

5月に行われた総会で新たに理事8名が就任した。

能美市健康福祉部いきいき共生課　　　髙橋　理恵

　今年度より、地域保健福祉部・在宅支援部・加賀
支部の理事を担当させていただくことになった。行
政関係に勤める作業療法士という立場から、少しで
も貢献できるよう努めていきたい。

七尾松原病院　　　　　　　　　　　　柿島　瑠美

　昨年度まで能登支部や精神医療部、認知症予防推
進委員会に所属し活動してきた。近年は発達障害を
ベースとした二次障害、新型コロナウイルスによる
ストレス反応など、多様な疾患に対応できる作業療
法士が求められる時代だと考えている。何事にも挑
戦し、精神科医療、そして県士会の発展に貢献でき
ればと思う。

JCHO金沢病院　　　　　　　　　　　　‌越田　雄

　昨年度まで教育部の部長を務めるとともに、金沢
作業療法サポートチームの一員として金沢市の介護
予防・日常生活支援総合事業に携わってきた。今年
度は福祉機器部を主担当に、6つの部を担当すること
となった。コロナ禍で様々な活動が制限されている
中だが、より多くの会員が県士会活動に参加し、県
民に対してさらに作業療法士の有用性を示せるよう、
尽力したいと思っている。

金城大学　　　　　　　　　　　　　　酒野　直樹

　これまで作業療法士として臨床現場で９年、教育現
場で12年経験を積ませていただいてきた。また石川
県作業療法士会では広報部部長を8期、金沢西支部副
支部長を1期務めさせていただいた。これまでの経験
を活かし、当会や作業療法、ならびに石川県の医療、
福祉の発展のために尽力させていただきたい。

石川県リハビリテーションセンター　　東　ひとみ

　地域保健福祉部・福祉、福祉機器部（旧：社会福祉
部）、金沢西支部、自動車運転の作業療法検討委員会、
災害対策委員会を担当することとなった。理事とし
て不慣れな点が多々あるが、士会活動に貢献できる
よう努めていきたい。

小松市民病院　　　　　　　　　　‌‌坂下　美加代

　精神医療部、学術部、加賀支部を担当させていた
だく。今まで県士会勉強会、研修会等の活動で育て
ていただいた分、専門である精神障害分野を中心に、
担当部署の活動に貢献出来るように頑張りたい。ま
た、担当部署に限らず、様々な部署の皆様から刺激
や学びを得て成長できればと思っている。

町立富来病院　　　　　　　　　　　　加藤　孝之

　昨年度までは地域包括ケアシステム対応委員会に
在籍し活動してきた。地域包括ケアシステムの構成
要素である「住まい・医療・介護・予防・生活支援」
のどの要素にも作業療法士は活躍できる場がある。
地域で活躍できる！＝県士会が発展していく！と考
えている。地域でよりよい活動ができるよう尽力し
たいと思っている。

県立高松病院　　　　　　　　　　　　村井　千賀

　この度、新たに理事に就任し、生活行為向上マネ
ジメント委員会と認知症対応委員会の担当を拝命し
た。委員長とともに県士会活動に貢献できればと考
えている。
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　令和3年度介護報酬改定は、「感染症や災害への対応
力強化」「地域包括ケアシステムの推進」、「自立支援・
重度化防止の取り組みの推進」、「介護人材の確保・介
護現場の革新」、「制度の安定性・持続可能性の確保を
図る」が重点的施策となった。
　「地域包括ケアシステムの推進」では、すべての介護
従事者に認知症介護基礎研修の受講が義務付けられ
た。また、「自立支援・重度化防止の取り組みの推進」
では、科学的に効果が裏付けられた質の高いサービス
の提供を推進するため、すべてのサービスに科学的介
護 情 報 シ ス テ ム（Long-term‌care‌Information‌
system‌For‌Evidence；LIFE‌）が導入された。LIFEは、
今後の保健福祉サービスの効果測定の方向性を示すも
のであり、その考え方や内容についてOTの理解を推
進することが大切である。OT協会では令和3年6月26
日13:30 ～ 15:30、WEB開催で厚生労働省老人保健課
木下翔司推進官を講師に「LIFEの説明会」を予定して

いる。介護給付費分科会ではリハには終了という概念
がそぐわないということで通所リハの生活行為向上リ
ハ実施加算及び社会参加支援加算の廃止論が出され
た。OT協会は本議論に対し効果的取組事例を報告、
廃止の防止に貢献した。訪問リハでは退院退所後の早
期の介入頻度が週12回まで可能となった。介護老人保
健施設ではリハ三職種の配置の評価、介護保険施設で
はOT協会が提案した「寝たきりや廃用症候群の防止と
活動と参加を推進するケア」を評価する自立支援促進
加算が認められた。
　今回はR1年の早期から国と議論を重ね、OT技術が
認められた改定でもあった。次期改定に向け、現場の
OTによる意見交換会や訪問と集団OTの技術の効果を
明らかとするプロジェクトチームの発足、国や各関係
団体との勉強会がすでにスタートしている。今後は、
介護保険領域で働くOTの実践が期待されるところで
ある。

令和3年度介護報酬改定について
（一社）日本作業療法士協会常務理事　制度対策部副部長（介護保険・精神・認知症担当）である村井理事に
今回の改定について説明をいただく。

県立高松病院　村井　千賀

新役員と組織図

執
行
部

会長 東川　哲朗

副会長 寺田　佳世 安本　大樹

事務局長 麦井　直樹

担当理事

事
務
局

財務部 安本　大樹 柿島　瑠美

事務部 麦井　直樹 桂　　靖典

管理運営教育部(生涯教育推進委員）桂　　靖典 寺田　佳世 東川　哲朗

リスク管理部 東川　哲朗 進藤　浩美

事業部 米田　　貢 種本　美雪 合歓垣紗耶香

企画部 種本　美雪 越田　　雄 桂　　靖典

広報部 酒野　直樹 米田　　貢 越田　　雄

学
術
局

地域保健福祉部　保健 髙橋　理恵 加藤　孝之 東川　哲朗

地域保健福祉部　福祉 東　ひとみ 髙橋　理恵 寺田　佳世

福祉機器部(生活行為工夫モデル事業）越田　　雄 東　ひとみ 寺田　佳世

在宅支援部　通所領域 中森　清孝 加藤　孝之 髙橋　理恵

在宅支援部　訪問領域 加藤　孝之 中森　清孝 髙橋　理恵

発達障害支援部 安本　大樹 寺田　佳世 合歓垣紗耶香

精神医療部 坂下美加代 米田　　貢 柿島　瑠美

身障医療部 永井亜希子 越田　　雄 麦井　直樹

監事 後出　雅敏 進藤　浩美

担当理事 支部・委員長

学
術
局

老年医療部 合歓垣紗耶香 加藤　孝之 越田　　雄

教育部 桂　　靖典 種本　美雪 酒野　直樹

学術部 麦井　直樹 坂下美加代

生活行為向上マネージメント推進委員会 村井　千賀 中森　清孝 福井　朱美

支
部

金沢東支部 麦井　直樹 桂　　靖典 越田　　雄 堀江　　翔

金沢西支部 東　ひとみ 酒野　直樹 種本　美雪 長原　美穂

加賀支部 中森　清孝 坂下美加代 髙橋　理恵 西村　幸盛

能登支部 永井亜希子 加藤　孝之 柿島　瑠美 小川　正人

委
員
会

表彰委員会 三役 進藤　浩美

選挙管理委員会 麦井　直樹 小浦　綾乃

認知症対応委員会 村井　千賀 種本　美雪

情報通信委員会 東川　哲朗 小池　隆行

自動車運転の作業療法検討委員会 合歓垣紗耶香 東　ひとみ 高間　達也

災害対策委員会 米田　　貢 寺田　佳世 東　ひとみ 奥村　奈央

※　担当理事の左欄は主担当
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　第2９回石川県作業療法学会は、7月3日（土）午後から7月4日（日）夕方まで、初の2日間開催となる。当初はハ
イブリッド開催として金沢歌劇座を用意していたが、石川県内の新型コロナウィルスの感染状況が悪化し、ハ
イブリッドでの実施は困難と考えられたため、協議の結果、オンラインのみの開催とした。7月7日（水）から8
月1日（日）まではオンデマンド配信でもお届けする。これまで勤務や育児、家の都合で参加が難しかった方も
参加できる「全会員が主役」の学会である。ぜひライブでご参加いただき、「作業療法」で繋がり、「明日の作業
療法」を一緒に考える機会にしたい。皆様のご参加を心よりお待ちしている。

●テーマ　『人々の健康と幸福を促進する作業療法～専門職としての挑戦～』

●特別講演1：7月3日（土）14：00 ～
「認知症とともに自分らしく暮らすために大切なこと～知る、そして支え合う～」
県立広島大学　保健福祉学部　作業療法学科教授　西田‌征治‌氏（作業療法士）

●特別講演2：7月4日（日）10：10 ～
「地域包括ケアシステムにおける作業療法士の役割」
株式会社ライフリー　代表取締役　佐藤‌孝臣‌氏（作業療法士）

●一般演題（口述、2９題）：7月3日（土）15：40 ～、7月4日（日）13：30 ～
急性期6題、回復期11題、生活期7題、終末期・難病・教育5題

●ランチョンセミナー：7月4日（日）11：50 ～
「作業療法教育について」　堀江‌翔‌氏（金沢大学附属病院）
「リスク管理について」　　五十嵐‌満哉‌氏（恵寿総合病院）

●活動紹介：7月4日（日）13：00 ～

●懇親会「講師を囲む会」：7月3日（土）18：30 ～

第29回石川県作業療法学会は、全会員が主役！
第29回石川県作業療法学会

学会長　高多真裕美（金沢脳神経外科病院）

学会（オンライン）：令和3年7月3日（土）13：40　～　7月4日（日）16：50
オンデマンド配信：令和3年7月7日（水）　～　8月1日（日）

事前参加登録：令和3年5月23日（日）　～　6月23日（水）正午まで
　※1回の参加登録でオンデマンド配信まで視聴可能です
　※オンデマンド配信のみの場合も事前参加登録が必要です
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　加賀支部でも他の支部と同様に事例検討会と
MTDLP事例検討会をそれぞれ3回実施する。事例検
討会は6月16日、11月17日、2月16日で、MTDLP事例
検討会は8月18日、10月20日、1月1９日で予定している。
各種学会で発表を予定している方にとっては絶好の
予演の機会となる為、是非とも有効に活用して頂き

たい。そうでない方も新人教育の一環、自己研鑽の
機会としてこれから先に関わるであろう多くの対象
者のためを思って積極的に発表して頂きたい。また、
参加するだけでも勉強になる事はもちろん、多くの
意見や助言により会は活性化される為、多くの参加
者も期待する。

加賀支部
片山津温泉･丘の上病院　西村　幸盛

　令和3年度の金沢西支部の活動は、昨年度同様にオ
ンラインでの開催となる予定であり、例年通り事例
検討会を3回(6月2日、９月25日、3月2日)、MTDLP事
例検討会を3回(7月28日、10月27日、2月2日)予定して
いる。今年度より事例検討会において「ミニ相談コー
ナー」を設ける。日頃のちょっとした疑問や仲間や先
輩に聞いてみたいことなど気軽に聞いていただける

とよいと思っている。
　また、作業療法の普及や交流に関する事業では金
沢市の福祉のつどいに参加を予定している。支部の
皆様のご協力をお願いしたい。
　今年度当支部には、あらたに7名の新会員をお迎え
した。様々な分野の先輩方に気軽に相談でき、交流
を深める場としてご活用いただければ幸いである。

金沢西支部
石川県リハビリテーションセンター　長原　美穂

能登支部

恵寿総合病院　小川　正人

　5月21日に第1回MTDLP‌事例検討会がオンライン
にて開催され、22名の参加と1事例の発表が行われた。
参加者の経験年数の幅も広く、金沢や加賀支部の方
にも参加して頂いた。普段より少なめの参加者であっ
たが、その分時間を十分に取ることができ、5グルー
プ各4～ 5名で有意義なディスカッションが行えた。
今年度も能登支部ではMTDLP事例検討会、事例検討

会を3回ずつ予定。次回は6月18日に第1回事例検討会
をオンラインにて開催するので多くの方の参加と発
表をお待ちしている。また、今年度から能登支部理
事が3名になった。このことより能登支部強化が期待
されているため、会長や各理事からの意向や情報を
お知らせし、能登支部が更に活気つくように働きか
けていきたい

　先の見えないコロナ禍の中、今年度も百万石踊り
流しは中止となり、健康づくりフェア等の公共イベ
ントも開催が危ぶまれているが、協力する予定で準
備を進めていきたい。今年度も引き続き事例検討会、
MTDLP事例検討会を3回ずつ開催予定である。おそ
らくWebでの開催が中心となると思われるが、コロ
ナ禍のストレスで「研修会に出る気力がない…」とい

う声も聞かれており、参加者数も減少傾向にある。
その為参加のメリットとなりやすいミニレクチャー
や、最近ではZoom内でカフェ音楽などを共有し話し
やすい雰囲気を作るなど、Web研修をストレスの少
ない物にしようと工夫を重ねているところである。
是非ご参加いただき、色々なご意見をいただければ
ありがたい。

金沢東支部
金沢大学附属病院　堀江　翔
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◆◆◆令和2年度　公益社団法人石川県作業療法士会　　第4回理事会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：令和3年‌3月‌10日（水）　1９時～ 1９時25分　　西泉事務所　+　オンライン
2．出 席 理 事：東川、寺田、安本、麦井、村田、大西、明福、渡邉、高多、河野、米田、白山、桂、中森、‌
　　　　　　　‌ 種本、永井、合歡垣
　‌ 出 席 監事：後出雅敏、進藤浩美　‌‌‌‌（欠席理事：寺尾）
3．議　　　事　第1・2号議案　令和3年度事業計画と予算について会長と安本理事より説明。 承認

◆◆◆令和2年度　公益社団法人石川県作業療法士会　　第6回理事連絡会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：令和3年‌3月‌10日（水）　1９時25分～ 20時45分　　西泉事務所　+　オンライン
2．出　　　席：同上理事、堀江、長原、小川（支部長3名）、田中、山下（書記2名）
3．議　　　事　審議議案　①県OT学会の開催形式について　 継続審議　②次年度石川県訪問リハ研修会の開‌
‌ 　　　　　　　催形式についてオンライン形式で開催　 承認　③風船バレーボール大会の開催形式について‌
‌ 　　　　　　　 継続審議　④支部事例検討会における日当費について　 継続審議　⑤研修会参加費の徴収管理を‌
‌ 　　　　　　　事務局で行う　 承認

◆◆◆令和3年度　公益社団法人石川県作業療法士会　　第1回理事会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：令和3年4月９日（金）　1９時～ 1９時30分　　西泉事務所　+　オンライン
2．出 席 理 事：東川、寺田、安本、麦井、村田、大西、渡邉、高多、河野、米田、白山、桂、中森、種本、‌
　　　　　　　‌ 永井、合歡垣、
　‌ 出 席 監事：後出雅敏、進藤浩美　‌‌‌‌（欠席理事：明福、寺尾）
3．議　　　事　正会員数：842名（令和3年3月31日現在）　　強制退会者：2名　令和3年4月1日付　 承認

‌ 　　　　　　　第1・2号議案　令和2年度事業報告と決算について会長と安本理事より報告。　 承認

‌ 　　　　　　　第3号議案　令和3年度監査報告について後出監事より報告。

◆◆◆令和3年度　公益社団法人石川県作業療法士会　　第1回理事連絡会　議事録◆◆◆
1．日時・場所：令和3年4月９日（金）　1９時30分～ 20時30分　　西泉事務所　+　オンライン
2．出　　　席：同上理事、堀江、長原、西村、小川（支部長4名）、山本、山下（書記2名）‌
3．議　　　事　審議議案　①県士会裁量ポイント付与対象（その他の項目）を「ロボットニーズ・シーズ連携協‌
‌ 　　　　　　　調協議会委員」とする　 承認　②総会委任状について今年度より書面議決を採用する　 承認

7月3日(土) ～ 7月4日(日)　オンライン開催
‌7月7日(水) ～ 8月1日(日)　オンデマンド配信

第2９回石川県作業療法作業療法学会

8月1日（日）　教育部
MTDLP基礎研修

９月4日（土）　身障医療部
現職者選択研修（身体障害領域）

8月18日（水）　加賀支部
第1回MTDLP事例検討会

10月中　執行部
臨床実習指導者講習会

8月中　執行部
役職者・リーダー研修会

９月中　災害対策委員会
シミュレーション訓練

8月20日（金）　能登支部
第2回MTDLP事例検討会

９月25日（土）　金沢西支部
第2回事例検討会

7月28日（水）　金沢西支部
第1回MTDLP事例検討会

8月8日（日）　‌中高生による高齢者の生活向上‌
プロジェクト「交流会」

8月中　運転と作業療法に係る委員会
第1回勉強会

8月22日（日）　福祉機器部
研修会

8月中　精神医療部
第1回勉強会

９月15日（水）　金沢東支部
第2回MTDLP事例検討会

インフォメーション 研修会案内・県士会活動
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Web会員手続きQRコード
QRコードの説明

Web会員手続きがお済みでない会員は、QRコードから県士会webにアクセスして登録して下さい。

登録いただいたメールアドレスに研修会の情報などをML配信します。

会員数
会員数　882名　　認定作業療法士　31名　　専門作業療法士　5名　（令和3年6月現在）

Ａ会員
社会医療法人董仙会
学校法人　金城学園
株式会社　gene

Ｂ会員
学校法人センチュリー・カレッジ
社会福祉法人徳充会青山彩光苑
特定医療法人社団勝木会
医療法人社団和宏会

Ｃ会員
粟津神経サナトリウム
石川県済生会金沢病院
石川県リハビリテーションセンター
医療法人社団浅ノ川浅ノ川総合病院
医療法人社団浅ノ川金沢脳神経外科病院
医療法人社団浅ノ川桜ヶ丘病院
医療法人社団浅ノ川千木病院
医療法人社団映寿会
医療法人社団さくら会森田病院
医療法人社団慈豊会
医療法人社団丹生会
医療法人社団生生会えんやま健康クリニック
医療法人社団扇寿会
医療法人社団長久会
医療法人社団同朋会
医療法人社団千木福久会
医療法人社団洋和会
社会福祉法人寿福祉会

医療法人積仁会
金沢医科大学病院
独立行政法人地域医療機能推進機構金沢病院
金沢赤十字病院
公立穴水総合病院
公立宇出津総合病院
社会福祉法人篤豊会
社団法人石川勤労者医療協会城北クリニック
城北病院
珠洲市総合病院
芳珠記念病院
医療法人社団　博洋会藤井病院
医療法人社団持木会柳田温泉病院
医療法人社団　光仁会
医療法人社団橘会整形外科米澤病院
宇野酸素株式会社
金沢義肢製作所
株式会社トータルシステム
株式会社トミキライフケア
エア・ウォーター・リンク株式会社北陸支店
株式会社　ヤマシタ　金沢営業所
セントラルメディカル株式会社
株式会社　メディぺック
株式会社　サンウェルズ

Ｄ会員
あいずみクリニック
有限会社さわやか金沢
東洋羽毛北信越販売株式会社北陸営業所

賛助会員名簿　（順不同）

編集後記
　この騒ぎの「stay‌home」のおかげで、自宅で過ごす時間が大変増えた。家族団らんの時間がありがたく感じるのもそのおかげ
だが、私には外でのストレスから解放する大切な仕事がある。それは畑仕事。自然の恵みを感じながら作物の成長をみる喜びや、
子らがそれを喜んで収穫する姿を見ると一気に発散できる。何年か前の作業療法士会のポスターに「人は作業することで元気に
なれる」とあったが本当にその通りで、心穏やかにする「作業」があってよかったと思うこの頃である。皆様にとっての大事な「作
業」を見出す大切な時かもしれません。人流を避け、お身体大切にして過ごしましょう。
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